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阪
本
是
丸
編
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致

国
家
の

形
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と

展
開

1
』
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〇
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＋
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頁

　
六

〇
〇
〇
円
＋

税

島

　
薗

進

　
現
代
日
本
の

宗
教
状
況
の

枠
組
み

は

「

国
家
神
道
」

の

解
体
に

よ
っ

て

定
め

ら

れ
て

い

る

と

考
え
ら

れ
て

い

る
。

で

は
、

そ
の

国
家
神
道
と

は

何

か

と

い

う
と、

そ

の

意

味
が

は

っ

き
り
し

な
い

。

国
家
神
道
の

解
体
を
主

要
な

目
的
と
し
て

出
さ
れ
た
一

九
四
五

年
一

二

月
の

「

神
道
指
令
」

（
「

国

家
神
道

、

神
社
神
道
二

対
ス

ル

政
府
ノ

保
証

、

支

援、

保
全、

監

督
並
二

弘

布
ノ

廃
止
二

関
ス

ル

件
」）

で

はハ

国
家
神
道
と
は

「

日

本
政
府
ノ

法

令
二

拠
ツ

テ

宗
派

神
道
或
ハ

教
派

神
道

ト
区
別
セ

ラ

レ

タ
ル

神
道
ノ
一

派

即
チ

国
家
神
道
ナ

イ
シ

神
社
神
道
ト

シ

テ
一

般
ニ

シ

ラ

レ

タ
ル

非
宗
教
的

ナ
ル

国
家
祭
祀
ト

シ

テ

類
別
セ

ラ
レ

タ

ル

神
道
ノ
一

派
（

国
家
神
道
或
ハ

神
社
神
道
）

ヲ
指
ス

モ

ノ

デ
ア
ル
」

と

し

て

い

る
。

端
的
に

言
え
ば、

戦

前
の

神
社
神
道
11
国
家
神
道
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
し
か

し、

実
際
に

は

国
家
神
道
の

語
は

も
っ

と

広
い

意
味
で

用
い

ら
れ

て

き
て

い

る
。

明

治
維
新
以

後
、

皇
室

の

神
祗
祭
祀
は

格
段
に

強
化
さ

れ、

国
民
が

参

加
す

る

よ

う
な

国

家
行
事
と

も

緊
密
に

結
び
つ

け

ら
れ

た
。

そ

れ
は、

さ

ら
に

神
的
な

存
在
と

し
て

の

天
皇
崇
敬
を

促
す

シ

ス

テ

ム

と

し

て、

学
校
に

お

け
る

御
真
影
や
教
育
勅
語
の

神
聖
化
な
ど
と

も

深

く

関
わ
り
あ
っ

た
。

神
社
神
道
だ

け
で

な
く

皇
室

神
道
を
も

含
め、

天
皇

と

皇
祖
皇
宗
へ

の

崇
敬
の

シ

ス

テ

ム
、

さ

ら
に

は

そ

れ
ら

を
基

礎
づ

け
る

国
体
の

教
義
も

ひ

と
ま
と

ま

り
の

宗
教

的
言
説
・

実
践
の

集
合
体
と

し

て

理

解
で

き
る

の

で

は
な
い

か
。

　
こ

の

広
義
の

国
家
神
道

概
念
の

立
場
を

学
問
的
に

確
立
し
た
の

は、

村

上

重

良
の

『

国

家
神
道
』

（
岩
波
書
店

、

一

九
七

〇
年
）

で

あ
る

。

村
上

は

戦
前
の

国
家
神
道
と
は、

神
社
神
道
と

皇
室
神
道
と

国
体
の

教
義
と

を

構
成
要
素
と
す

る

も
の

だ
と
し

、

明
治

維
新
後
早
い

時

期
に

確
立
し

、

近

代
日
本
の

精

神
史
を
支
配
し
た

と

論
じ

た
。

こ

れ

に

対
し

て、

葦
津
珍
彦

は

『

国
家
神
道
と

は

何
だ

っ

た

の

か
』

（
神
社
新
報
社、

一

九
八

七

年
、

新
版、

二

〇
〇

六

年）

を

著
し
て

村
上
の

国
家
神
道
論
を

痛
烈
に

批
判

し
、

国
家

神
道
と

は
国
家

機
関
と

さ
れ
た

神
社
神
道
を

指
す
と
い

う
狭
い

定
義
に

限
定
し

て

用
い

る

べ

き

だ
と

論
じ
た

。

　
そ

の

後、

葦
津
の

立
場
に

そ

っ

て

国
家
神
道
論
の

歴

史
を

検
討
し
た

新

田

均
の

研
究
が

公
刊
さ
れ

（
『

近

代
政
教
関
係
の

基

礎
的
研
究
』

大

明
堂、

】

九
九
七

年）
、

他
方

阪
本

是
丸
は

明
治

以
降
の

神
社
の

制

度
的
位
置
づ

け

を

め

ぐ
る

精
緻
な

実
証

研
究
を

著
し
た

（
『

国
家
神
道
形

成
過
程
の

研

究
」

岩
波
書
店、

一

九
九

四

年）
。

こ

れ

ら

神
道
史
の

立

場
か

ら
の

研
究

に

よ

り、

村
上

が

描
き

出
そ

う
と

し
た

広
義
の

国

家
神
道
論
の

危
う
い

点

が

多
々

露
わ

に

さ

れ
て

き

た
。

他
方、

広
義
の

国

家
神
道
が

何
を

意
味
す

る

の

か

に

つ

い

て
、

村
上
以

後
、

ま
と

ま
っ

た

研

究
は

乏
し

い
。

こ

の

た

め

明
治
維
新
以
後
の

宗
教
史
や

政
治
史
を

論
じ

る

際、

国
家
神
道
の

語
が
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し
ば
し

ば
用
い

ら
れ

る

に

も
か

か

わ

ら

ず、

そ
の

内
実
が

あ
や
ふ

や

で

あ

る

と

い

う

状
態
が

生
じ

て

い

た
。

　
こ

の

よ
う
な

状
況
を

踏
ま
え

て、

評
者
は
二

〇
〇
一

年
九
月
に

「

国
家

神
道
と

近

代
日

本
の

宗
教
構
造
」

（
『

宗
教
研
究
』

三

二

九

号
）

と

い

う
論

考
を

発
表
し
て

か

ら、

広
義
の

国
家

神
道
概
念
を

練
り
直
す

作
業
を

進
め

て

い

る
。

こ

れ

は

私
ひ

と

り
が

試
み

て

い

る
の

で

は

な
く、

他
に

も

国
家

神
道
概
念
の

内
実
を

明
確
化
し

よ
う
と

試
み

る

論
述
が

い

く
つ

か

現
れ
て

き
て

い

る
。

子

安
宣
邦
の

『

国
家
と

祭
祀
　

　
国

家
神
道
の

現
在
』

（
青

土

社
、

二

〇

〇
四

年）

も
そ
の
一

つ

で
、

近

世
思
想
史
の

専
門
家
が

会
沢

正

志
斎
の

『
新
論』

に

見
ら
れ

る

祭
祀

観
・

祭
政
一

致

観
の

分
析
を
基
軸

と

し、

国
民
国

家
と

死

者
祭
祀
の

関
わ

り
を

問
う
と

い

う

問
題

意
識
か

ら
、

近

代
の

国
家
神
道
体
制
の

意
義
を

考
察
し
よ

う
と

し
た

も

の

で

あ

る
。

　

以
上
、

長
い

前
置
き
と

な
っ

た

が
、

本
書
『

国
家
神
道
再
考』

が

成
立

す
る

背
景
に

は

こ

の

よ
う
な

国
家
神
道
を
め
ぐ
る

論
争

状
況
が

あ
る。

編

者
は

葦
津
珍
彦
の

志
を

継
い

で

国
家
神

道
研
究
を
続
け
て

き

た

國
學
院
大

學
の

阪

本
是
丸
だ

が
、

一
一

編
の

収
録

論
文
の

執
筆
者
は

阪
本
の

講

筵
に

列
し
て

研
鑽
を
積
ん
で

き

た

若
手
研
究

者
で

あ
る

。

こ

れ
ら

の

研
究
者
が

集
い
、

藤
田

大
誠、

藤
本
頼
生
の

両
氏
が

肝
い

り
と

な
っ

て

二

〇
〇
四

年

に

国
家

神
道
研
究
会
が

結
成
さ

れ、

討

議
を
重

ね
た

上
で

本
書
は
ま
と

め

ら

れ
た

。

　

本
書
の

「

あ
と

が

き
」

で

は

こ

の

会
が

始
め

ら
れ
た
き
っ

か

け
は、

子

安
の

『

国
家
と

祭
祀
』

が
、

「

先
学
の

国
家

神
道
史
研
究
に

対
し

て

誹
謗

中
傷
に

近
い

筆
致
で

痛
烈
な

批

判
を

浴

び
せ

か

け
て

い

る
の

に

も

拘
ら

ず
、

そ
の

内
容
が

あ
ま
り
に

杜
撰
で
、

研
究
史
の

無

視
や

国
家
神
道
研
究

に

対
す
る

画
一

化
さ

れ
た

見
方、

神
道
史
に

対
す
る

曲
解
に

基
づ

い

て

い

る

事
に、

藤
田
大
誠
と

藤
本
頼
生
の

二

人
が

衝
撃
を

受
け
た

事
に

よ
る

」

と

記
し

て

あ

る
（
四
一

〇

頁）
。

だ
が
、

執

筆
者
た

ち
は

も

っ

と

長

期
に

わ
た

っ

て

国
家

神
道
史
や

近
代
宗
教
制
度
史
の

研
究
を

続
け
て

来
て

お

り、

本
書
の

背
後
に

は
そ
の

蓄
積
が

あ
る

。

　

新
た
に

研

究
会
を

起
こ

し

て

取
り

組
ま

れ
た

の

は
、

「

祭
政
一

致
」

と

い

う
キ
イ
ワ

ー
ド

を
通
し
て

、

こ

れ
ま
で

の

国
家
神
道
や
近

代
宗
教

制
度

史
の

研

究
成
果
を

見
直

す
と

い

う

共
同

作
業
だ
っ

た
。

そ
れ

は

ま
ず、

国

家
神
道
と

は

何
か

を

明
ら
か

に

す
る

に

は、

そ

れ
に

関
わ
る

明
治
維

新
以

前
の

思

想
史
を
押
さ

え
る

必
要
が

あ
る

と
い

う

認
識
が
あ
っ

た
。

序
文
に

あ
た

る

「

『

国
家
神
道

再
考

　
　
祭
政
一

致
国
家
の

形
成
と

展

開
』

刊
行

に

寄
せ

て
」

に

お

い

て
、

阪
本
は
そ

の

経

緯
を

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　

　
こ

の

研
究
会
に

集
う
若
い

研
究
者
た
ち

の

そ

れ
ぞ
れ
の

研
究
は、

ま

　

　
さ

に

『

国
家
神
道
と

は

何
だ

っ

た

の

か
』

で

提
起

さ

れ
た

問
題
意

　

　

識
・

史
観
を

継
承
し、

そ

の

「

修
補
改
正
」

を

各
々

の

個
別
的
な

研

　

　

究
課
題
・

視

点
か

ら
総
合
し
よ

う
と

す
る
、

極
め

て

意
欲
的
な

「

国

　

　

家
神
道
」

研

究
と

私
に

は

思
え
た

。

　

　
　
「

将
来
を

思
ふ

者
は、

ま

つ

「

実
像
」

を

確
か
め

ね
ば
な

ら

な

い
」

　

　
と

葦
津

氏
は

述
べ
、

「

国

家
神
道
」

の

歴
史

的
実
像
を

探
る

べ

く
、

　

　
主
と

し

て

明

治
維
新
以
降
の

神
道
の

歴
史
的
展

開
を

精
緻
か

つ

ダ
イ

　

　
ナ
ミ

ッ

ク

に

論
じ

た

試
論
を
公

刊
し

た
。

「

将

来
を

思
ふ
」

国
家
神

　

　

道
研
究
会

の

メ

ン

バ

ー
は、

こ

の

葦

津
氏
の

試
論
を

土

台
と

し
つ

　

　
つ
、

「

国
家
神
道
」

を

論
ず
る

に

は、

さ
ら

に

そ

の

考
察
の

時
代
や

　

　

対
象
を

遡
及

す
る

必
要
が

あ
る

と

の

認
識
を
共

有
す
る

に

至
っ

た

の

270（48の
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で

あ
る

。

す
な

わ
ち

、

「

国
家
神
道
」

の

根
幹
と

し
て

の

「

祭
政
一

　
　

致
」

の

思
想
と

制
度
の

歴
史
的
展
開
を

研
究
す
る

こ

と
こ

そ

が、

葦

　
　

津
氏
の

「

国
家
神
道
を

め

ぐ
る

試
論
」

の

最
も

重

要
な
「

修

補
改

　
　
正
」

に

繋
が
る

と

い

う

共
通
認
識
で

あ
る

。

（・
11

頁）

　
で

は
、

「

修
補
改
正
」

の

実
質
は
ど
こ

に

あ
る

の

だ

ろ
う
か

。

丁
寧
に

資
料
を

調
べ
、

発
掘
さ

れ
た

多
く
の

事
実
が

あ
る

。

そ

う
し
た

実
証
的
な

資
料
調
査
の

積
み

重
ね

が

重
要
だ
と

い

う
の

が
、

本
書
の

主
張
の
一

つ

で

も
あ
る

が
、

そ
れ
と
並
ん

で

理

論
的
な

展
望
も

探
ら
れ

て

い

る
。

国
家
神

道
概
念
を
拡
げ
る

こ

と

は

そ
の

重
要
な
一

部
だ

。

こ

の

点
で

は
、

と

り
ま

と
め

役
の
一

人
で

あ
る

藤
田
大

誠
に

よ
る

第
一
一

章
「

国
家
神
道

体
制
成

立
以

後
の

祭
政
一

致
論
」

の

記
述
が
参

考
に

な
る

。

藤
田
は
広
義
の

国
家

神
道
と

狭
義
の

国
家
神
道
の

二

つ

の

用

法
が

競
い

合
っ

て

い

る

状
況
に

ふ

れ
た

後
で

、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
　
こ

の

よ
う
な

研
究
動
向
の
一

方
で、

村
上
重

良
の

「

国
家

神
道
と

は

　
　

何
か
、

と
い

う

問
題
を、

そ

の

成
立
の

前
提
と
な

っ

た
神
道
の

歩
み

　
　
を

背
景
と

し
て
、

客
観
的
実
証
的
な
立

場
で

追
究
し

解
明
す
る

こ

　
　
と
」

と
い

う

指
摘
に

立

ち

戻
り
つ

つ
、

「

国
家
の

神
道
（
宗
教）

政

　
　

策
・

行
政
」

を

研
究
の

始
点
に

据
え
る

こ

と
を

決
し
て

必
要

十
分
条

　
　

件
と

す
る
の

で

は

な

く、

あ
く
ま
で

最
低
限
の

必
要
条
件
と
し
て

踏

　
　
ま

え
た
上
で

、

島
薗
進
の

い

う
よ
う

な
「

国
家

神
道
の

広
い

用

法
を

　
　

鍛
え

直
す
」

研

究
の

必

要
が

あ
る

と

す
る

阪

本
是
丸

の

立

場
が

あ

　
　
る

。

つ

ま

り、

こ

れ
は

「

国
家
神

道
」

の

制
度
史
的

側
面
と

思
想

　
　

的
・

イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
的

側
面
の

双

方
の

ダ
イ
ナ

ミ

ッ

ク
な

絡
み

合
い

　
　
を

精
緻
に

論
じ
よ

う
と
す
る

方
向

性
に

他
な
ら
な

い
。

（
三

五

六

頁）

　

藤
田
は

「

筆
者
も

右
の

問
題

意
識
に

同
感
し
て

い

る
」

と

述
べ

て

い

る

が
、

こ

れ

は

葦
津

珍
彦
や
新
田

均
が

主

張
す
る

よ

う
な
も
っ

ぱ
ら

制
度
史

的
意

味
に

限
定
さ

れ
た

狭
い

国
家
神
道

概
念
を

越
え
て

い

こ

う
と

す
る
立

場
で

あ
る

。

国
家

神
道
を
思
想
的

・

イ
デ
オ

ロ

ギ
ー

的
側
面
か

ら

考
察
し

て

い

く
こ

と

は
必
然
的
に

広
い

国

家
神
道
概
念
の

方
へ

歩
み

寄
る

こ

と

を

意
味
す
る

。

本
書
に

お

い

て

そ

の

こ

と

を

明
示

的
に

示
し
た

箇
所
は

少
な

い

が
、

「

祭

政
一

致
」

は

そ

う
し
た

方
向

性
で

の

研

究
の

発
展
の

た
め

の

戦
略
的
な

意
義
を

も
つ

も
の

と

考
え

ら
れ
て

い

る

よ

う
だ

。

　
で

は、

祭
政
］

致
に

つ

い

て

宗
教
や

神
社
に

関
わ

る

制
度

史
と

思

想

的
・

イ
デ
オ

ロ

ギ
ー

的
側
面
の

双
方
を
見
て

い

く
と

は、

具
体
的
に

ど

の

よ

う
な

作
業
な

の

か
。

以
下
各
論
考
の

内
容
を

整
理
し
な
が
ら

紹
介
し

て

い

く
。

な
お、

第
一

章
等
の

章
番
号
は
評

者
が
こ

の

書
評
の

便
宜
の

た

め

に

付
し
た
も
の

で

あ
る

。

　

最
初
の

二

章
は

、

祭
政
一

致

思
想
の

歴

史
的
由
来
と

系
譜
を

問
う

も
の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ひ
も

ろ

ぎ
い

わ

さ

か

で

あ
る

。

西
岡
和
彦
に

よ
る

第
一

章
「

神
籬
磐
境
考

　
　
垂
加

神
道
の

祭

政
一

致
観
」

で

は
、

祭
政
一

致

論
の

源
流
の
一

つ

と

し
て

垂
加

神
道
が

検

討
さ

れ
て

い

る
。

そ

こ

で

は

記
紀
に

基
づ

い

て

「

天
壌
無
窮
の

神
勅
」

に

よ
る

祭
政
一

致
の

理
念
が

説
か

れ
る

と

と

も
に

、

神
籬
磐
境
を
立
て

て

天

皇
を

斎
い

奉
り
天
皇
を

守
護
す
る

こ

と

と

し
て

神
祗
祭
祀
が
意

義
づ

け
ら

れ
て

い

た
。

松
本
丘
に

よ

る

第
二

章
「

近
世
に

於
け
る
祭
政
一

致
思

想
の

展
開

−
垂

加
神
道
よ
り
水

戸
学
へ

」

で

は、

国
学
で

は
な
く

儒
学
に

力

点
を

置
い

て、

江
戸
時
代
の

祭

政
一

致
論
の

系

譜
が

た
ど

ら
れ
て

い

る
。

垂

加
神
道
の

祭
政
一

致
理

念
は、

栗
山
潜
鋒
や

蒲
生
君
平
を
介
し
て

前
期

水

戸
学
に

引
き

継
が

れ
る

が
、

そ

の

過
程
で

「

復
古
」

に

よ
る

体
制
変
革

理

念
と

し
て、

ま

た
、

国
家

的
危
機
に

応
じ
て

民
心
統
合
を
図
る

時
務
策

と

し

て

の

性
格
を

帯
び
て

ゆ

く
。

後
期

水
戸
学
の

会

沢
正

志

斎
に

よ
る
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『

新
論
』

は
そ

う
し

た

論
調
を

集
約
し

て

い

く
の

で

あ
り、

そ

の

際
、

祭

祀
を

民
心
統
合
の

手
段
と

見
る

政
治
主

義
が

強
化
さ

れ

て

ゆ
く

。

　

中
野
裕
三

に

よ

る

第
三

章
「

近

代
神
宮
へ

の

道
程

−
御
巫

清
直
の

思

想
と

古
儀
復
興
」 、

星
野

光
樹
に

よ

る

第
四

章
「

幕
末
維
新
期
に

お

け
る

祭

政
］

致
観

ー
会
沢
正

志

斎
と

国
学
者
を

め
ぐ

っ

て
」 、

中
村
聡
に

よ

る

第
五

章
「

国
学
者
に

お

け
る

教
化
思
想
の

諸
相
Il
−
浦
上

キ
リ

シ

タ
ン

問
題
と

「

教
」

の

可
能
性
」

で

は、

幕
末
維
新
期
に

お

け
る

思
想
と

学
問

の

な
か

で

祭

政
一

致
観
が

ど

の

よ

う
に

機

能
し
て

い

た

か

が

論
じ

ら
れ
て

い

る
。

中
野
に

よ

る

と

「

古
儀
復
興
」

を

目
指
し

た

伊
勢
の

神
宮
学
者、

み

か

ん

な
ぎ

御

巫

清
直
（
】

八
一

ニ

ー
一

八
九

四）

は

上

古

以
来
の

天

皇
と

伊
勢
神

宮
の

密
接
な

関
係
に

つ

い

て

地

道
な

考
証
を
重
ね
、

維
新
以
降
の

祭
政
一

致

政
策
の

学
問
的
支
え
を

提
供
し

た
。

ま

た
、

星
野
と

中
村
の

論
考
は、

明
治
維
新

期
の

国
家
神
道
形
成
過
程
に

大
き

な

影
響
を

及
ぼ

し

た
、

大

国

隆
正
と

津
和
野
派
国
学

者
の

祭
政
一

致
思

想
の

特
徴
と

そ
の

役
割
を
論
じ

て

い

る
。

大
国
派
（
津
和
野
派）

は
産
霊
の

造
化
の

働
き
を

重
視
す
る

平

田

派
に

対
し

て、

後
期

水
戸
学
と

同
様、

皇
祖
皇
宗
の

祭

祀
を

重

視
す

る
。

維

新
後

、

そ
の

理

念
は

宮
中
に

お

け

る

天
皇
親
祭
と

し

て

は

実
現
し

た
が

、

氏

神
祭
祀
を

も
そ
こ

に

組
み
込
む

と

い

う
目

標
は

挫
折
し

た
。

ま

た
、

浦
上
キ

リ

シ

タ
ン

へ

の

教
化
を

通
し
て

、

大
国

派
は

諸
宗
教
を

受
け

入
れ
た
上
で

、

寛
容
な

統
合
を

図
る

姿
勢
を
強
め
る

。

祭
政
一

致
と
天

皇

崇
敬
は
そ
の

よ

う
な

巧
み

な

戦
略
に

よ

っ

て
、

新
政
府
の

政
策
課
題
に

乗

せ

ら

れ
て

い

く。

　

河
村
忠
伸
に

よ
る

第
六

章
「

上

地
事
業
に

お

け
る

境
内
外

区
別
」

、

戸

浪
裕
之

に

よ

る

第
七

章
「

明
治
八

年
大
教
院
の

解
散
と

島
地

黙
雷
」 、

齊

藤
智
朗
に

よ
る

第
八

章
「

帝
国
憲

法
成
立

期
に

お

け

る
祭

教
分
離
論
」 、

藤
本
頼
生
に

よ

る
第
九

章
「

明
治
末
期
に

お

け
る

神

社
整
理
と

井
上

友
一

−
1
内
務

官
僚
と

「

神
社
中
心
説
」

を
め

ぐ
っ

て
」

で

は、

明
治
時
代
の

各
時
期
に

お

け
る
宗

教
制
度
・

宗
教

行
政
上
の

重

要

問
題
が
い

く
つ

か

取

り
上
げ
ら
れ

て

い

る
。

神
道
を
優
遇
し
た
か

に

見
え
る

明
治

政
府
の

諸
政

策
が
、

実
は

草
の

根
の

地

域
神
社
に

抑
圧
的
な

結
果
を
も
た
ら

し

た
り、

仏
教

界
に

有
利
に

展

開
し
た

り
、

仏
教
界
の

意
図
を
反

映
し
て

い

た
り

す

る
経
緯
が

取
り
上
げ
ら
れ
て

い

る
。

　
祭
政
一

致
理
念
が

具
体
化
し

た

は

ず
の

国
家
神
道
と

は、

島
地
黙
雷
が

目
指
し

た
よ

う
に

仏

教
の

勢
力

維
持
・

拡
充
の

戦
略
と

合
致

す
る

も
の

だ

っ

た
。

政
治
的
統

合
の

側
面
に

限
定
さ

れ

た
も

の

と

し
て

国
家
神
道
を

容

認
す
る

こ

と

に
、

仏
教
徒
は
何
ら

痛
痒
を

感
じ

な

か

っ

た
。

仏
教
勢
力
の

意
図
を

反
映
す
る

こ

う
し

た
政

治
主

義
が

、

や
が

て

神
社
神
道
の

「

形
式

的
な

官
僚
神
道
化
」

（
二

五

〇

頁
）

を
も
た

ら

す
が
、

そ
の

過

程
を

象
徴

す
る

の

は

「

祭
教

分
離
」

政
策
で

あ
る

。

神
社
神
道
が

「

宗
教
」

で

は
な

く
「

祭

祀
」

に

属
す
る

も
の

と

す
る

方
向
へ

と

舵
が

と
ら
れ
、

神
社
整

理

政
策
に

顕
著
に

現
れ
た

よ

う
に

地

域
の

神

信

仰
は

な
い

が
し

ろ

に

さ

れ

る
。

官
僚
神
道

化
を

押
し

進
め
た

井
上
友
一

の

よ

う
な

内
務
官
僚
は
近

代

的
な

社
会
政
策
論
に

後
押
し
さ

れ
て

こ

う
し

た

政
策
を

選
ん

だ

が
、

そ
れ

は

伝
統
文
化
の

意

義
や

地
域
住

民
の

意
志
を

く
み

上
げ
た

も

の

で

は
な
か

っ

た
。

後
に

内

務
官
僚
自
身
そ
の

こ

と

を

認
識
せ

ざ
る

を

え

な
く
な
る

。

一

方、

地
域
社
会
の

神
道
人
ら
は

、

な

お

も

国

家
的
な

神
道
祭
祀
の

興
隆

を
望
み

、

彼
ら
の

理

想
と

す
る

祭
政
一

致
の

実
現
を

目
指
し
、

国

家
的
な

機
関
と

し

て

の

神
社
の

実
質
的
な

地
位
の

回
復
を

願
う

。

古
代
の

神
舐
官

に

相
応
す
る
よ
う
な

高
次
の

神
祗
特
別
官
衙
を

設
立
す
る

運
動
が

そ
の

中

核
と

な

る
。
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書評 と紹介

　

宮
本
誉

士
に

よ

る

第
］

○
章
「

国
家
的

神
道
と

国

民
道
徳
論
の

交
錯

ー
加
藤

玄
智
の

「

国
体
神
道
」

の

意
味
」

、

藤
田

大

誠
に

よ
る

第
一
一

章
「

国
家
神
道
体
制
成
立

以
降
の

祭

政
一

致
論

i
神
祗
特
別

官
衙
設
置

運

動
を
め

ぐ
っ

て
」

は
、

と

も

に

大
正

期
以
降
が

素
材
だ
が
、

前
者
は

祭

教

分
離
に

反
対
す
る

立
場
か

ら

の

学
問
的
国
家
神
道

言
説
を、

後
者
は

神

社
神
道
の

興

隆
と

合
致
す
る

形
で

の

祭
政
一

致
を

目
指
す

政
治

運
動
を
取

り
上

げ
て

い

る
。

宮
本
は

現
在
用
い

ら
れ

て

い

る
広

義
の

「

国

家
神
道
」

概
念
は

、

加
藤
玄
智
が

概
念
化
し
た

「

国
家
的
神
道
」

の

語
に

由
来
す
る

が、

そ

の

「

国
家
的
神
道
」

は

師
で

あ
る

井
上
哲
次
郎
の

「

国

体
神
道
」

に

学
ん

で

お

り、

井
上
は

国
民
道
徳
論
の

構
築
と

並

行
し
て

国

体
神
道
の

語
を

用
い

る
よ

う
に

な
っ

た

と

論
じ
る

。

広
義
の

国
家
神
道
概

念
は

神
社

神
道
的
な

神
道
研
究
と

は

別
個
に、

国
民
道
徳
論
か

ら

日

本
精

神
論
へ

と

展
開
し

て

い

く

思
想
系

譜
の

な

か

で

形
づ

く
ら
れ
て

い

っ

た

と
す
る

。

ま

た、

国
民

統
合
に

関
わ
る

概
念
で

あ
る

か

ら
こ

そ

抽
象
性

、

曖

昧
性
が

伴

わ
ざ

る
を
え
な
い

と

も
い

う
。

　

藤
田
大
誠
は

島
薗
の

よ

う
な

広

義
の

国
家
神
道
論

者
が
い

う

「

国
家
神

道
体
制
」

が
ひ

と

ま

と
ま

り
の

も
の

と

言
え
る
か

ど

う
か

に

つ

い

て

疑
義

を
呈
し

な

が
ら、

よ

り

具
体
的
で

触
手
可
能
な

「

祭

政
一

致
論
」

を

検
討

す
る

と

い

う
立

場
を

表

明
す
る

。

実
際
に

藤
田
が

検
討
す
る

の

は
、

神
社

神
道
の

担
い

手
や
周
辺
の

人
々

が

推
進
し

よ
う
と

し

た

神
舐
官
衙
設
置
運

動
で

あ
る

。

運

動
が

実
を

結
び
】

九

四
〇
年
神
祗
院
が

成
立
し
た

と

き
、

「

敬
神
思

想
ノ

普
及
二

関
ス

ル

事
項
」

が

定
め

ら

れ
た

こ

と
は

意
義
深

い
。

そ
れ
は

、

神
社

神
道
が

イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
・

思
想
に

関
わ
る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

明
示

し
た

が
、

そ
れ
は

文
言
だ

け
の

こ

と

に

終
わ
っ

た
。

神
祗

官
衙
設

置
運
動
が

目

指
し

た
こ

と

の

今
一

つ

は、

皇
室
祭
祀
と

神
社
祭
祀

の

有
機
的

統
一

だ

っ

た
が、

こ

れ
も

神
祗
院
設
立
で

か

な
り
実

現
に

近
づ

い

た

に

も
か

か

わ

ら

ず、

つ

い

に

敗
戦
に

至
る

ま
で

実
現
す
る

こ

と

な
か

っ

た

と
い

う
。

　

以
上、

本
書

収
録
の

各
論
文
で

論
じ
ら
れ

て

い

る
こ

と
の

お

お

よ

そ

を

駆
け
足
で

紹
介
し

て

来
た

。

こ

こ

で

は

草
莽
の

国
学
か

ら
近
代
の

地

域
神

社
に

至
る

系
譜
の

「

神
道

人
」

が

願
っ

た

国
家
神
道
の

像
を
念

頭
に

置
き

な

が

ら、

実
際
に

そ

う
は

展
開
し
な
か
っ

た

近
代
神
道
行

政
と
そ
れ

を

め

ぐ
っ

て

せ

め
ぎ
あ

う
祭
政
一

致
思
想
が

検
討
さ

れ
て

い

る
。

地
域
神
社
を

主
体
と

す
る

神
社
神
道
の

視
点
か

ら

「

国
家
神
道
」

史、

「

祭
政
一

致

思

想
・

政
策
」

史
を

実
証
的
に

た
ど

る
と
い

う
方
法
は

そ
れ
な

り
に

成
功
し

て

い

る
。

「

祭

政
一

致
」

と

い

う

視
点
を

導
入

す
る
こ

と

で
、

国

家
神
道

史
、

近
代
宗
教

制
度
史
を

政
治
・

宗
教
思

想
史
の

考

察
に

結
び
つ

け
、

読

者
に

豊
か

な
素

材
を

提
供
し
え
て

い

る

こ

と

は
、

本
書
の

大
き
な

功
績
で

あ
る

。

　

他
方、

あ
く
ま

で

地
域
神
社
こ

そ

神
道
を

代
表
す
る

と
い

う

視
点

、

政

治
主
義
的
な
国

家
主

導
の

宗
教
政
策
に

よ
っ

て

神
社

神
道

本
来
の

理

念
の

実
現
が

妨
げ
ら
れ

た

と

い

う

視
点
を

固
持
す
る

こ

と

で
、

近

代
神
道
史
の

大
き

な
流
れ
が

見
え

な
く
な
っ

て

い

る

と
い

う
欠
点
も

指
摘
し
て

お

か

な

く
て

は

な
ら
な
い

。

　

本
書
で

は
、

近
代
神
道
に

お

い

て

き

わ
め

て

大
き
な
意

義
を
も
っ

た

皇

室
神
道
や
天
皇

崇
敬
シ

ス

テ

ム

に

つ

い

て

の

叙
述
は
ほ
と

ん

ど
な
さ

れ

て

い

な

い
。

い

っ

た

い

大
嘗
祭
に

ふ

れ
な
い

で
、

近

代
の

国
家
神
道
や

祭
政

一

致
の

実

態
を

論
じ

た
と

言
え

る
だ
ろ

う
か

。

本
書
で

も

批
判
の

矛
先
が

向
け
ら
れ
て

い

る

村
上
の

国
家
神
道
論
は

、

近
代
に

お

け
る

「

天

皇
の

祭

祀
」

の

重

要
性
に

注
目
し
そ

の

歴
史
を

描
き
出
し
て

主

張
を

裏
付
け
て

い
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た
。

そ

も
そ
も

神
道
が

神

社
神
道
と

い

う

組
織
に

は

限
定
さ

れ

ず
、

神
々

に

対
す
る

崇
敬

実
践
や
信
念

群
の
一

定
の

体
系
性
を

も
っ

た
ま
と

ま

り
を

指
す
の

だ

と
す
れ

ば
、

皇
室

神
道
や
「

天

皇
の

祭
祀
」

の

実
態、

ま

た

そ

の

影

響
が

及
ぶ

範
囲
に

ふ

れ
な
い

わ
け
に

は

い

か

な

い
。

さ
も
な

く
ば

近

代
神
道
史
は
や
せ

細
っ

た
も
の

と

な
ら
ざ
る

を

え
な

い
。

国
民

的
行
事
と

な
っ

た

皇
室

神
道
と

国
家
に

よ
っ

て

組
織
化
さ

れ
た

神

社
神
道
が

密
接
に

関
係
づ

け
ら
れ
た

こ

と

が

近

代
的
祭
政
一

致
の

特
徴
だ

が
、

な
ら

ば

国
家

神
道
再
考
に

お

い

て

皇
室
神
道
の

考
察
が

軽
視
さ

れ

て

い

る

の

は

重
大
な

欠
落
で

あ
る

。

　

確
か

に

「

宗

教
」

と

し
て

の

皇
室
神
道
と

「

天
皇
の

祭
祀
」

が

及
ぶ

範

囲
を

明
確
化
す
る

の

は
ひ

じ
ょ

う
に

難
し
い

。

教
育
勅
語
と

御
真
影
は

学

校
に

お

け
る

「

天

皇

制
の

マ

ツ

リ
」

（
山
本
信
良
・

今
野

敏
彦
『

近

代
教

育
の

天
皇
制
イ
デ
オ

ロ

ギ
ー

ー
明
治
期

学
校
行
事
の

考
察
』

新
泉
社、

一

九
七

三

年）

の

中
核
を
な
し
た

が
、

そ
れ

で

は

「

天
皇

制
の

マ

ツ

リ
」

の

す
べ

て

を

「

国
家

神
道
」

の

現
れ

と

見
な

す
べ

き

だ
ろ

う
か

。

同
様

に、

天
皇
の

神
聖

性
を
め
ぐ
る

言
説
（
「

尊
皇
思

想
」

）

の

全

体
を

「

国
家

神
道
」

の

語
に

納
め
よ

う
と

す

れ
ば、

あ
ま

り
に

広
い

範
囲
の

現

象
を

「

神
道
」

の

も
と

に

包
摂
す
る

こ

と

に

な
ろ

う
。

広
義
の

国
家
神
道
と

い

う

概
念
を
用
い

る

際
、

こ

の

よ

う
に

ひ

じ
ょ

う
に

広
い

範
囲
の

現
象
が

そ

の

す
そ

野
に

横
た

わ

る
こ

と

に

な
る
の

を

避
け
る
こ

と
は
で

き

な

い
。

　
だ
が

広
義
の

国
家
神
道
の

「

す
そ

野
」

は

「

す
そ

野
」

と

認

識
す
れ
ば

よ
い

。

広
義
の

国
家
神
道
の

中
核
は
皇
室

神
道
と

、

神

社
神
道
の

う
ち
皇

室
や

国
家
と
の

連
携
を
強
め

国
家
的
な
意

義
を

も
た

さ

れ
た

側
面

、

そ
し

て

そ
れ

ら
に

対

応
す
る

祭
政
教
一

致、

皇

道
等
に

ま

つ

わ
る

言
説
群
で

あ

る
。

そ

も
そ
も

宗
教
が

明

確
な

輪
郭
を
も
っ

た

組
織
や
狭

義
体
系
に

よ

っ

て

輪
郭
づ

け
ら

れ
る
と
理

解
さ

れ
が

ち

な
の

は
、

キ
リ
ス

ト
教
を

範
と

し

た

近
代
的
宗
教
概
念
の

弱

点
で

あ
る

。

神
道
と

は
そ

の

よ

う
に

明
確
な

輪

郭
を
も
っ

た

宗
教
で

は
な
い

。

神
道
と

神
道
で

な
い

も
の

の

間
が

い

つ

の

間
に

か

移
り
変
わ
っ

て

し
ま

う
よ

う
な、

広
い

す
そ

野
を

も
つ

よ

う
な
シ

ス

テ

ム

と
し

て
、

神
道
や

国
家
神
道
を
考

察
す
べ

き

で

あ
る

。

　
国
家
神
道

を

問
う
と
き

に
、

「

思
想

的
・

イ
デ

オ
ロ

ギ
ー

的
側
面
」

が

重
要
で

あ
る

こ

と

を
、

本
書
は

再

確
認

し
て

お

り、

そ

の

意
義
は

大
き

い
。

し
か

し
、

本
書
が
思

想
や

イ
デ
オ

ロ

ギ

ー
を
扱
う
と
き、

そ

の

範
囲

は
か

な
り

狭
く
限
定
さ

れ

て

い

る
。

つ

ま

り
は

国
学
・

神
社
神
道
側
か

ら

み
た

祭

政
一

致
の

理

念
や

国
家
神
道
思
想
と

そ

の

周
辺
の

思
想
史
が

点
描

さ
れ
る
に

止
ま

っ

て

い

る
。

た

と

え
ば

村
上
が

重
視
し
て

い

た

「

国

体
」

思
想
の

歴
史
は

検
討
さ

れ

て

い

な
い

。

祭

政
一

致
思

想
と

国
体
思
想
は

不

可
分
の

も
の

で

あ
り、

後
者
こ

そ

近
代
国
家
の

基
軸
と

な
っ

た
。

そ
う
だ

と
す
れ
ば、

祭
政
一

致
思

想
と

国
体
思
想
の

関
係
は
正

面
か

ら

論
じ
ら
れ

て

し

か

る

べ

き

だ
ろ
う

。

　
確
か

に

田

中
智

学
の

よ

う
に

仏
教
と

国

体
思

想
を

結
び
付
け

た

論
者

や、

近

代
政
治
思
想
や

法
思
想
に

儒

教
的
な

理
念
や

国
体
思
想
を

結
び

付

け
た

論
者
も
い

る
。

そ
れ
ら

す
べ

て

が、

国
家
神
道
の

言
説
だ
と

す
る

必

要
は

な
い

。

地
域
神
社
の

祭
祀
が

国
家

神
道
の

枠
を
超
え
て

い

た

の

と

同

様
に

、

国
体
思

想
は

国
家

神
道

を

越
え

た

広
が

り
を

も
っ

て

い

た
。

だ

が
、

国
体
思
想
は

皇
室

神
道
と

深
く

関
わ
っ

て

い

る
か

ぎ

り
に

お

い

て

国

家
神
道
の

中
核
に

位
置
し
て

お

り
、

そ
の

よ

う
な
視

角
か

ら

国
家
神
道
の

構
成
要
素
と

し

て

論
じ
ら
れ

る

べ

き
も
の

で

あ
る

。

　
本
書
は

従
来
の

国

家
神
道
研
究
が

抱
え
て

き

た
問
題
点
を

明
る

み

に

出

し、

新
た
な

地
平
へ

と
導
い

て

い

く
手
が
か

り
を
提

供
し
て

い

る
。

右
に
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書評 と紹介

述
べ

て

き

た
い

く
つ

か

の

批
判

的
な

論
点
は

、

本
書
の

よ

う
な
ま

と
ま

っ

た

研
究
成
果
が

刊

行
さ

れ
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

初
め
て

明
確
化
し
て

き

た

も
の

で

も

あ
る

。

そ
の

意
味
で

も

評
者
は

本
書
か
ら

学
ぶ

と

こ

ろ

が

多
か

っ

た
。

こ

の

書
評
は

評
者
自
身
の

国
家
神
道
論
の

見

直
し
の

機
会
と
な
っ

た
が、

神
道
史
研

究
が
よ

り
広
い

視
野
を

得
て

、

さ
ら
に

豊
か

な
成
果
を

あ
げ
て

い

く
た
め

の

方
法
論

的
な

問
題
提

起
で

も
あ
る

。

そ
の

よ
う
な

対

話
的
意
図
を
く
み

取
っ

て

い

た
だ

け
れ
ば
幸
い

で

あ
る

。

西
村

明
著

『

戦
後
日
本
と

戦
争
死

者
慰
霊

　

　

ー
シ

ズ
メ

と
フ

ル

イ

の

ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム

』

　
　
有
志
舎
　
二

〇
〇
六

年
一

二

月
二

五

日

刊

A5

判
　
二

二

九
＋

六

頁

　
五

〇
〇
〇

円
＋

税

川

村

邦

光

　
一

　
本
書
の

目
的

　
今
年
の

八

月
は

ど
の

よ

う
な
も
の

だ

ろ

う
か

な
ど
と

思
い

な
が

ら、

本

書
を

読
ん

だ
。

す
で

に

沖
縄
で

は、

六

月
二

三

日

に

「

沖
縄
全

戦
没

者
追

悼
式
」

が

開
催
さ

れ

た
。

追
悼
式
に

は
、

安

倍
首
相
が

参
列
し

た
一

方

で、

集
団
自
決
に

日
本
軍
の

強
制
が

あ
っ

た
と

す
る

記
述
を
削

除
し
た

教

科
書
検
定
を

批
判
す
る

横
断
幕
が

掲
げ
ら
れ
て

い

た
。

戦
死
者
に

ど
の

よ

う
に

向
か

い

合
う
の

か
、

ど
の

よ

う
に

追
悼
す
る

の

か

を
め
ぐ
る

論
争
は

ま
だ

終
わ
っ

て

い

な
い

。

ま
だ

〃

戦
後
”

は

続
い

て

い

る
の

で

あ
る

。

　
ま

ず
本
書
の

大
き

な

特
徴
を
ひ

と

つ

挙
げ
て

み

よ

う
。

表
題
に

掲
げ
ら

れ
て

い

る

よ
う
に
、

「

戦
争
死

者
」

と

い

う

用
語
が

そ
れ

で

あ
る

。

こ

の

戦

争
死
者
に

は、

戦
死

者
と

戦
災
死
者
の

戦
争
で

死
ん

だ
二

種
の

死
者
を

含
め

て

い

る
。

そ
こ

に

は
、

こ

れ

ま
で

の

研
究
に

お

い

て、

「

戦
闘
員
の

死
だ

け
を
対

象
と

し

て

き
た

戦
死
者
慰
霊
を
め

ぐ

る
先
行

研
究
の

研
究
ス

タ
ン

ス
」

（

四
頁）

に

対
す
る
批

判
が

あ
る

。

　
私
は

「

全

国
戦
没
者
追
悼
式
」

な

ど

を

考
え
て

み
る
際、

戦
争
で

死
ん

だ

者
を
一

括
し

て

い

る

戦
没
者
と

い

う
用

語
で

は

な

く、

戦
死

者
と

い

う
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